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 著者の Robert Stern はヘーゲルやカント
についての著作があるほか、TA について
のアンソロジーTranscendental Arguments: 


































































































































































































































 Individuals (1959) や The Bounds of Sense 
(1966) によるストローソンの議論以来、TA
に対して注がれていた熱い視線は、ストラ
ウドの批判以降、冷たいものに変わってい
った。だがそうした批判は「真理を対象と
するTA」のみに当てはまり、（信念、経験、
概念を対象とする）「弱い」タイプのTA に
は懐疑論に対抗する力がいまだに健在であ
ることを本書は明らかにした。「真理を対象
とするTA」の有効性は否定されたため、「懐
疑論が戯れている遊びを、懐疑論自身に跳
ね返らせる」この論証特有の魅力は少し色
あせる。批判的考察が中心であるため TA
に期待するものには物足りないかもしれな
い。だがそのぶん議論に説得力がある。 
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